
 

９月１日は「防災の日」です 
～熊本地震や北陸の豪雨災害を教訓に、命を守る「日頃の備え」を～ 

 
本日、９月１日は「防災の日」です。この「防災の日」は、大正１２年（１９２３年）９月１日に

発生した関東大震災を教訓とし、１０万人以上の犠牲を出した惨状を風化させることなく、国民一人

ひとりの防災意識を高めて災害への備えを充実させるために制定されました。また、この時期が台風

シーズンの到来と重なることも背景にあります。  
 
この夏休みの間、私たちの身の回りでも自然災害の脅威を強く実感する出来事が続いています。先

日の熊本地震では激しい揺れによって甚大な被害が発生し、また、私たちの足元である北陸地方を

襲った豪雨災害でも、河川の氾濫や土砂災害により一瞬にして身近な生活環境が一変しました。災害

はいつ、どこで発生するか分かりません。だからこそ、こうした災害を他人事と思わず、自分たちの

問題として捉え直すことが大切です。 
 
防災で一番大切なことは、「自分の命を自分で守るための日頃からの備えと知識」です。ご家庭に

おかれましても、この機会にぜひ以下の点について点検や話し合いを行ってください。  
 
・家庭での家具の転倒防止対策や配置の見直しを行うこと 

・非常用持ち出しバッグの準備や、食料・水などの備蓄品の点検を行うこと 

・ハザードマップを確認し、自分の住む地域のリスクや避難場所・避難経路を確かめること 

・災害時の行動マニュアルや、いざという時の家族間での連絡方法について話し合っておくこと 
 
【歴史的惨事に学ぶ：関東大震災と近年の震災】 
大正１２年（１９２３年）９月１日１１時５８分に発生した関東大地震（M７.９推定）では、発生

が昼食時と重なったことで大規模な延焼火災が発生し、死者・行方不明者は約１０万５，０００人に

及びました。下表の通り、阪神・淡路大震災や東日本大震災と比較しても、極めて甚大な被害をもた

らしました。  
 

 
災害時には自分の身を守る「自助」に加え、中学生として「地域や周りの人のためにできることは

何か」を考える「共助」の意識も大切になります。ぜひご家庭でも防災について話し合い、命を守る

行動について意識を高めていきましょう。 
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出典：諸井・武村（２００４）『日本地震工学会論文集』第４巻第４号、東京市役所（１９２６）『東京震災：前輯』、一橋大学社会科学統計情報センター『長期経済統計データベース』、気象庁、警察庁、消防庁、復興庁、

国土庁、内閣府、財務省、兵庫県資料をもとに内閣府防災担当作成 


